
新たな「知の拠点」として建設された「Academic Base（アカデミックベース）」には、多様な規模の教室やイノベーションLABを配置。学部の垣根を越えて交流を促し、イノベーションを生み出せる環境を整えている。

水まわりの特長
建物の特徴
1888（明治21）年創設の「大阪偕行社附属小学校」をルーツとし、1966（昭和41）年に開設した「追手門学院大学」は「独立自彊・社会有為」の理念のもと、9学部3研究科を擁する。実践的学修「WIL」や個別最適化教育「MATCH」を軸に、教育DXを推進している。「Academic Base（アカデミックベース）」は、茨木総持寺キャンパスに、新たな「知の拠点」として建設された、地上6階建ての新校舎である。多様な規模の教室やイノベーションLABを配置。学生が心地よく滞在できる空間となるよう、多文化共生やジェンダーフリーの観点を取り入れた配慮も行き届いており、だれもが互いを尊重し、学部の垣根を越えて交流を促すことで、イノベーションを生み出せる環境が整えられている。

トイレの特長
イノベーションLABや研究室、小教室などが配置されている3Fの一角に、男女兼用トイレを設置。だれもが心理的負担なく利用できる工夫が施されている。内装は特定の性別を連想させる色を使わず、白基調の清潔感のあるデザインに統一。回遊型のレイアウトを採用し、どのブースに出入りしたのかわかりにくくすることで、心理的な安心感を与えている。男性へのプライバシー配慮として、男女兼用トイレ内にも小便器ブースを設置。さらに着替えができるフィッティングボードの設置など、多様なニーズに応えている。また、将来男女別トイレが必要になった際にも柔軟に改修できるよう、あらかじめ下地を組み込むなど、今後の変化にも対応できる空間としている。

建築概要
名称	 追手門学院大学 茨木総持寺キャンパス Academic Base
所在地	 大阪府茨木市太田東芝町1-1
施主	 学校法人追手門学院
基本設計	 株式会社類設計室
実施設計	 株式会社奥村組
工事監理	 株式会社類設計室
施工	 株式会社奥村組
竣工年月	 2024年10月
敷地面積	 64,415.05㎡
建築面積	 10,366.32㎡
延床面積	 44,856.18㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上6階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498B
ウォシュレットP：TCF589AEY／スペア付紙巻器：YH191 R/L
自動洗浄小便器：UFS900R／ツインデッキ（ボウル一体タイプ）：MKWE
壁掛手洗器：LSE870AP系／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22

男女兼用トイレ大便器のブースは、用足しから手洗いまでをブース内で行えるよう、手洗器を設置した個室完結型ブースを3ヶ所、着替えに配慮してフィッティングボードを設置したブースを1ヶ所配置している。男女兼用トイレ内にも、男性の小用利用に配慮して、小便器ブースを2ブース設置。扉には、便器の形のピクトグラムを掲示して、小便器と大便器というブース内設備をわかりやすく示している。建物全体の意匠にあわせて白を基調としたモノトーンの通路は、すれ違いを軽減する回遊型。また、各ブースの壁を天井まで立ち上げ、扉の下の隙間も極力少なくすることで、音漏れや防犯対策に配慮している。

「イノベーションLAB」は、教室や研究室と連携して活用できる共用空間。分野の異なる学生たちが思い思いの場所で集い、交流が深められるよう、各階に多様な規模で配置されている。

女性トイレに設置されたスタイリングコーナー。複数人が同時に利用できるように、全面鏡を設置し、広いスペースを確保。ヘアアイロンなどの使用に対応できるよう、コンセントも完備している。大便器ブースの1ヶ所には、着替えに配慮してフィッティングボードを男女ともに1ヶ所ずつ設置。大便器コーナーや洗面コーナーは、混雑に配慮して広いスペースを確保している。大教室があり学生が多く利用する4Fには、男女別にトイレを設置。男性トイレは、混雑に配慮して小便器コーナーと大便器コーナーを回遊できるレイアウトとしている。

イノベーションLABや研究室、小教室などを配置している3Fの一角に男女兼用トイレを設置。自然光が差し込む明るい入口にサイネージを設置し、事前に満空状況がわかるように配慮がなされている。
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3F 男女兼用トイレ 入口 イノベーションLABや研究室、小教室
などを配置している3Fの一角に男女
兼用トイレを設置。自然光が差し込む
明るい入口にサイネージを設置し、事
前に満空状況がわかるように配慮が
なされている。

4F 男性トイレ 
小便器・大便器コーナー

大教室があり学生が多く利用する4F
には、男女別にトイレを設置。男性トイ
レは、混雑に配慮して小便器コーナー
と大便器コーナーを回遊できるレイア
ウトとしている。

4F 女性トイレ 
大便器ブース・
洗面コーナー

大便器ブースの1ヶ所には、着替えに
配慮してフィッティングボードを男女とも
に1ヶ所ずつ設置。大便器コーナーや
洗面コーナーは、混雑に配慮して広い
スペースを確保している。

4F 女性トイレ 
スタイリングコーナー

女性トイレに設置されたスタイリング
コーナー。複数人が同時に利用できる
ように、全面鏡を設置し、広いスペー
スを確保。ヘアアイロンなどの使用に
対応できるよう、コンセントも完備してい
る。

内観 「イノベーションLAB」は、教室や研究
室と連携して活用できる共用空間。分
野の異なる学生たちが思い思いの場
所で集い、交流が深められるよう、各
階に多様な規模で配置されている。

3F 男女兼用トイレ 
通路・洗面コーナー

建物全体の意匠にあわせて白を基調
としたモノトーンの通路は、すれ違い
を軽減する回遊型。また、各ブースの
壁を天井まで立ち上げ、扉の下の隙
間も極力少なくすることで、音漏れや
防犯対策に配慮している。

3F 男女兼用トイレ 
小便器ブース

男女兼用トイレ内にも、男性の小用利
用に配慮して、小便器ブースを2ブー
ス設置。扉には、便器の形のピクトグラ
ムを掲示して、小便器と大便器という
ブース内設備をわかりやすく示してい
る。

3F 男女兼用トイレ 
大便器ブース

男女兼用トイレ大便器のブースは、用
足しから手洗いまでをブース内で行
えるよう、手洗器を設置した個室完結
型ブースを3ヶ所、着替えに配慮して
フィッティングボードを設置したブース
を1ヶ所配置している。
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実施設計	 株式会社奥村組
工事監理	 株式会社類設計室
施工	 株式会社奥村組
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構造・階数	 鉄骨造・地上6階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498B
ウォシュレットP：TCF589AEY／スペア付紙巻器：YH191 R/L
自動洗浄小便器：UFS900R／ツインデッキ（ボウル一体タイプ）：MKWE
壁掛手洗器：LSE870AP系／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22
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水まわりの特長
建物の特徴
1888（明治21）年創設の「大阪偕行社附属小学校」をルーツとし、1966（昭和41）
年に開設した「追手門学院大学」は「独立自彊・社会有為」の理念のもと、9学部
3研究科を擁する。実践的学修「WIL」や個別最適化教育「MATCH」を軸に、
教育DXを推進している。「Academic Base（アカデミックベース）」は、茨木総持
寺キャンパスに、新たな「知の拠点」として建設された、地上6階建ての新校舎で
ある。多様な規模の教室やイノベーションLABを配置。学生が心地よく滞在できる
空間となるよう、多文化共生やジェンダーフリーの観点を取り入れた配慮も行き届
いており、だれもが互いを尊重し、学部の垣根を越えて交流を促すことで、イノベー
ションを生み出せる環境が整えられている。

トイレの特長
イノベーションLABや研究室、小教室などが配置されている3Fの一角に、男女兼
用トイレを設置。だれもが心理的負担なく利用できる工夫が施されている。内装は
特定の性別を連想させる色を使わず、白基調の清潔感のあるデザインに統一。回
遊型のレイアウトを採用し、どのブースに出入りしたのかわかりにくくすることで、心
理的な安心感を与えている。男性へのプライバシー配慮として、男女兼用トイレ内
にも小便器ブースを設置。さらに着替えができるフィッティングボードの設置など、
多様なニーズに応えている。また、将来男女別トイレが必要になった際にも柔軟に
改修できるよう、あらかじめ下地を組み込むなど、今後の変化にも対応できる空間
としている。

外観 新たな「知の拠点」として建設された
「Academic Base（アカデミックベー
ス）」には、多様な規模の教室やイノ
ベーションLABを配置。学部の垣根を
越えて交流を促し、イノベーションを生
み出せる環境を整えている。
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